
アマンダ
の詩

人生の危機にある人の心に響き

勇気と希望、信仰を

与えてくれる詩となりますように



見るものによってではなく、信仰によって
歩みなさい。

コリント人への手紙2、5:7



アマンダは、信仰と希望、愛に満ちた生き方を
伝える使者としてとして神に選ばれました
。アママンダは私たちのインスピレーショ
ンであるとともに、信仰の証、主の約束の
証明です。

16歳で診断を受けてから23歳で亡くなる
まで7年間、アマンダは癌と戦い続けまし
た。

自分を犠牲者と思うのではなく、神の霊を
受けた雄々しい戦士として、天国に場所を
設けてくださっている神の約束に安住する
者となることを選んだのです。彼女は信仰
の人生を歩み、救い主であるイエス・キリ
ストと親密に関係を保ちながら人の心に届
くという使命を受け入れました。

彼女の美しさはあらゆる形で示されていま
すが、中でも詩を通して自分の心を語る才
能に如実にそれが表れています。自分の経
験を通して、人に勇気を与え、その人生と
運命とを永遠に変えたい…それがアマンダ
の願いでした。彼女の詩は、全く希望の見
えない、たった一人と思えるような状況の
中でも、私たちさえその心に神を受け入れ
るならば、人間の理解を超えて許し、希望
と愛と平安で満たす愛なる神がいることを
教えてくれます。

ここにある詩には、アマンダの豊かな感情
があふれています。これらの言葉は、神と
の関係があれば、どんな困難な状況でも乗
り越え、究極の試練の中でも感謝ができる
ことを読む者に教えてくれます。詩を出版
することで多くの人にインスピレーション
を与え、自分の強さがどこから来るかを人
に示したい―それが彼女の望みでした。

―これはアマンダのメッセージです。



夜、目を閉じて
夢のひとつひとつを思い出してみたことがある？
小さな光を見たいと、ただ父なる方の目に見入る
そんなことを

海岸を散歩していて足先がやわらかな砂にうずもれる
それはまるで愛する人のほほ笑みのようで
その鼻の小さなしわまではっきりと思い出す
そんな経験がある？

あなたの心の内側の光が
にわかに閃き、明るく輝いて
自分の掌の細かい皺のひとつひとつの上をたどる
そう感じたことがある？

お母さんが夜、布団をしっかりとかけてくれる
その優しい手触り
神様、その小さなもののひとつひとつすべてを
友達を、命を、そして見えることを
感謝します

1999年
アマンダ・トゥエルマン

小さな物小さな物



心地よい自分の人生に満足して
毎日自分のやり方で生きるのが

当たり前
そう思って過ごしてた

わたしの人生は平凡だった
神様、わたしはただ止まったまま
ただ小走りにかけていた

あなたの完璧なご意志を無視して

あの暗い、厳粛な日
すべてが粉々に砕かれた
神様、涙が止まりません

どうかすべてを取り去らないで

わたしは毎日待ち焦がれる
問いだけがぐるぐると

主よが答えをくださっていたのに
父なる神様、わたしはあまりにも盲目でし

た

完全な暗闇の中
神様はそれでも近くにいてくださる
子よ、私はずっと呼んでいた―

神様、わたしには聞く耳がなかった

わたしはゆっくりと溺れていく

毎晩わたしは涙を流す
主よ、あなたの強さをわたしにください
わたしの叫びが聞こえていますか？

その時神様がわたしの手を取って立ち上げ
てくださった

背中のほこりを払いながら
希望と、わたしに欠けていた信仰で

満たしてくださった

主よ、日に日に難しくなるばかりです
逃げ出せればどんなにいいか

でも主は、わたしの横にいてくださる
だから留まる勇気がもらえる

神よ、あなたに額づきます
あなたはわたしの名前を呼んでくださる
わたしに新しい命をくださった
もう決して今までの私じゃない

あなたはわたしの心に火を点けた
そしてあなたの恵みでわたしをあがなって

くださった
あなたの愛はまるで洪水のよう

神よ、今、あなたの顔がはっきりと見えま
す

恵みに砕かれる

アマンダ・トゥエルマン 2002年6月



わたしを創られた方と向かい合う
わたしの目は大きく見開かれている
わたしの新しい部分に命が戻る
でも死んでしまった部分は？

本当なら感じて当然の思いがわかっているから
心の中で苦しむ

ゆっくりと踏み出して、息を止めて
自分が後ろに置いてきたものを振り返る

みんなが見ている
わたしがどうするのだろうと思って
古い生き方をためらいながら捨てる

神様が誇らしげに新しい生き方を手渡す中で

新しい自分は、強くて、喜びに満ちて、今までもよりも大人
こんな自分、想像もしていなかった

もう後ろは振り返らない
少なくともそう見えた

時折、楽しかった古い日々がなつかしくなる
子供のような無邪気さは失われてしまった

でも主はそれを平安な信仰に置き換えてくださった
それだけの価値があることをご存じだから

だからこの世界で溺れて
より価値の低いものを取ろうとしてしまったら

それに背を向けて目を上げるの
褒められたいと思う唯一の人に向かって

わたしを創られた方と向かい合う
わたしの目は大きく見開かれている
わたしの新しい部分に命が戻る
でも死んでしまった部分は？

本当なら感じて当然の思いがわかっているから
心の中で苦しむ

ゆっくりと踏み出して、息を止めて
自分が後ろに置いてきたものを振り返る

みんなが見ている
わたしがどうするのだろうと思って
古い生き方をためらいながら捨てる

神様が誇らしげに新しい生き方を手渡す中で

新しい自分は、強くて、喜びに満ちて、今までもよりも大人
こんな自分、想像もしていなかった

もう後ろは振り返らない
少なくともそう見えた

時折、楽しかった古い日々がなつかしくなる
子供のような無邪気さは失われてしまった

でも主はそれを平安な信仰に置き換えてくださった
それだけの価値があることをご存じだから

だからこの世界で溺れて
より価値の低いものを取ろうとしてしまったら

それに背を向けて目を上げるの
褒められたいと思う唯一の人に向かって

思いがけない恵み思いがけない恵み

2002年11月29日
アマンダ・トゥエルマン
2002年11月29日
アマンダ・トゥエルマン



わたしが望む答えではなく
毎晩ひざまずいて

同じ祈りを何度もした
ひとつの答えだけを望んで
待つのは耐えられなかった

とうとうあなたは答えを下さった
あまりにも明白で否定できない答え

神様、それはわたしが望んでいたものじゃなかった
すぐにわたしを満たしたのは恐れだった

一瞬の悲しみの後に
疑いとともにいくつもの涙が

神様、あなたのご計画は何ですか？
助けてくださると確信していたのに

すると主は優しく語りかけ
その完璧なご遺志を明かしてくださった

絶え間ないわたしの弱さがあの方の強さをあがめる
言葉を飲んでわたしはただ立ちすくむ

毎朝目を覚ますと
大きくほほ笑みを浮かべる
明日のことは全然わからない

でもわかっている　あの方の恵みを

だから信仰を決して失わない
耐えることを教えてくださったから
試練の中でも喜びがあふれている

栄光の日に
すべての涙をぬぐってくださることがわかっているから

2003年1月16日
アマンダ・トゥエルマン



目を閉じて
漂う

より良い日を思って
過ぎ去った楽しい日々や
これからの未来を夢見る

「今」でさえなければ何でもいいの
今のわたしはいつだって弱くて

疲れて
不満と

絶望ばかり
もう投げ出してしまいたいけれど

これからという時のために
それだけのために戦っている

それが私の頭を上げる
一日中わたしは笑みを浮かべている

痛くないふりをして
できる限りの勇気をふりしぼって

夜一人の時
涙を流すだけ流す
頬を伝う涙を
拭きもせず

それとも、涙はとどめても
心の中で神様に叫ぶ

わたしの生活を返して、と

楽しい日
2002年12月29日

アマンダ・トゥエルマン



誰もがわたしを助けようとしてくれる
手をとろうと
でも誰にも分かるわけがない
どんな気持ちか
髪の毛が全部抜けて
こんな醜い自分
自分の体が自分のものじゃないみたい
これからの計画も立てられない
力が出ない、全然
生きている気がしない
心臓が痛い
もう涙さえ出ない
大嫌い
こんなことをされて
わたしに
わたしの家族に
わたしの魂の友達に
わたしの友達に
お願いだからもう終わらせて
お願いだから取り去って
神よ、わたしに力をください
わたしの傍を離れないで
あの楽しかった日への思いが
ただの思いでなくなる日まで



祈りに満ちた忍耐

疲れきってすっかりくだかれた時
嵐が押し寄せる時
祈りに満ちた忍耐を求めて
わたしの信仰はすっかり疲れて摺り切っている

頭を上げることもできない
ゴールはまだ先なの？
沈黙したままの天国をわたしの目は疑いをもって見上げる
でも唇は祈りを止めない

あの方の目的のために形作られていく中で
わたしの信仰から不純物がなくなっていく
俄かに、暗い雲のひとつひとつに
豊かな銀色の筋が現れる

もう未来なんか怖くない
自分ではどうしようもできないことも
永遠にだけ思いを注ぐ
わたしの魂の状態と

その時、ずっと前からの祈りへの
わたしの欲しかった答えが
言葉を失ってただ立ち尽くすだけ
光を浴びながら

天国を見上げる
不安ではなく感謝にあふれて
おののいて膝をつく
恐ろしいほどEQ す),奇)しい者に造られたわたし

特権のある人生を生きる
突然すべてがつながった
あの方のご計画を待つ
甘い驚きに笑みを浮かべながら

2003年9月1日
アマンダ・トゥエルマン



毎朝目覚めたと思ったら

もう忙しいあなた

本当に感謝している？

祈る時間はある？

慌ただしく、山ほどすることがあって

試練が来ても

祈る信仰があれば

心配に動かされることはない

これからのことで頭がいっぱい

今のこの日を大切にすることを忘れて

過去はもうなくて、あなたは許されているのに

ただ立ち止まって、深呼吸をして、そして祈るの

黙ってあなたは働く

その日を待ちながら

よくやった、良い忠実なしもべだ…
主の言葉があればもう十分

2 003年9月1 8日
アマンダ・トゥエルマン

忙しさの中忙しさの中



何もかもがうまく行っている時は

毎日が完璧な時は

あなたをあがめるのは簡単

わたしの祈りは喜びに満ちている

そして段々とあなたを忘れて行く

「一人でできるわ」と

虚しさが忍び寄る

そして一人ぼっちだと思いだす

あなたは絶えず心の扉を叩く

でもわたしの心は受け入れなかった

他のことで心がいっぱいだったから

ストレスと自分勝手な罪とで

怠け者で頑固だから

自分の弱さを認めなかった

暗闇を歩いていたのに

あなたを求めなくてはいけなかったのに

自分の重荷を自分で負って

重過ぎて倒れて、つまづいた

それがわたしの顔に落ちた

謙虚になることを教えるために

人生の道が荒くて岩だらけになり

やりきれない日々になり

神に腹を立てる

こんなことを許すあなたって？

その時主の約束を思った

永遠にそのすべてが守られた

わたしを決して見捨てない、主の言葉

でもわたしが堕ちないという約束はない

主は炎の中を導いてくれる

破られなかった約束
2003年 アマンダ・トゥエルマン

試練に立ち向かう強さをくれる

一人では進めない、たった一インチも

でもイエス様となら一マイルでも行ける

だからすべてがうまく行かない時

そして一番暗い日に向かう時

愛と真心の方がわたしを支えてくださる

絶えず祈りを捧げよう



剥ぎ取られて

道の途中で言葉も命も失った
人生はあんなにしっかりと完璧だったのに

希望が粉々になるまで
心は完全に打ち壊された

もう何も残されていない
わたしの信仰は衝撃で震える
恐怖と混乱に凍りついて

何もかもが剥ぎ取られ、見捨てられたと感じる

心の奥では本当のことがわかっている
あの方の愛がいつもそこにあることを
でもわたしの一部が失望で叫ぶ
人生って不公平じゃないの

見本にならなくてはいけない、でもできない
目標からはもう完全に離れている
絶望で地面に倒れるばかり
暗闇に置き去りにされて

でも小さな信仰の光が
わたしの心に忍び込む

これまでの試練の中で少しずつ
絶えず不純物が取り去られた

奪われて裸にされて
手の中に残ったのは信仰だけ
それ以外何もいらないという喜び

競争を走り抜け、しっかりと立つために

2004年2月26日
アマンダ・トゥエルマン
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2004年2月26日
アマンダ・トゥエルマン



溢れた杯

生きるのに疲れました
主よ、もう諦めてはいけませんか

この痛みをどうか取り除いてください
どうかこの盃を取り去ってください

魂の苦しみが
あまりにも奥深く溜まり

涙の洪水を留め
泣くことさえ許しません

わたしは人間としての弱さで打ちひしがれています
感情ばかりが沸き起こって何も目に入らない

未知数に溺れそう
人生というあまりにも荒々しい海

うわべだけ笑っているわたしの顔
その裏にあるものを裏切って

私の心は絶望で壊れんばかりなのに
どうしても勝てない戦い

わたしただ一つの希望の方よ、助けてください
今日も昨日も明日も同じ

わたしの内なる光を
悲しみの波で洗い流さないでください

わたしがすがっている信仰はあまりにも弱いのです
勇気は全部使い果たしてしまいました

でも信じ、信頼し、待ちます
ひとつの道を…

主がわたしの杯を満たしてくださる日を

2004年3月3日
アマンダ・トゥエルマン



あなたは目標もなくただ待っているだけ
人生が過ぎるのに任せて
あなたの神は私の神じゃないわ、と言う
どうしてそう言えるの？

あなたはわたしの信仰は
助けになる小さな松葉杖だと言う
そんなのにだまされないわ、と
証拠が何か触れるものが必要なのね

神はいない、そういう人もいる
そんな思いで毎日過ごせば
やがてはそれが自我という形を取って
自分だけが良ければいいと思うようになる

あなたは虚しく
自分の心が引き裂かれているのを感じる
それを自己憐憫で飲みこんで
自分勝手な誇りに動かされている

意味のないことばかりに時間とお金を使って
やがては無くなるものばかりに
自分の人生を明け渡すことを拒んで
だってこれまで傷ついて来たから

神を認めることを拒んで
わたしの信仰をこき下ろす
あなたが自分の知性に頼って生きる間
わたしは喜びにあふれた心にそって生きる

わたしの信仰は力ある証
あなたの信仰は自我、妨げの煉瓦
あなたは砂の上に自分の人生を建て
わたしは永遠の岩に家を建てる

あなたは自分の知性に頼り
自分勝手な魂に溺れる
すべてを神以外のものに収めようとして
虚しい神の形だけの穴に

貴重な時間を無駄にするのは止めて
目的もなく盲目で
誇りの牢獄から逃れて
そうすれば神様は否定できない証拠をくださる
そうすればもう一人じゃない

心
に
従
う

心
に
従
う

2004
年
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捧げ続ける捧げ続ける

はっきりと覚えている

もう何年も何年も前

人生を捧げた

足りないところを認めて

すべてを主にゆだね

主が気づかってくださると

その強さを信頼し

負い切れないすべての重荷をゆだねた

でも貴い御目から

いつの間にか離れ

一度捧げたはずのものを

もう重過ぎる荷物を自分で負っていた

終わりのない循環

人生は難しく混乱するばかり

私は絶えず弱く、不完全で

自分にすっかりうんざりし、焦燥しきっている

でも主はいつくしみ深く待っていてくださった

わたしの歩みに合わせて

そして絶えず励ましてくれた

おまえの希望は決してなくならない、と

2004年6月16日

アマンダ・ディエッパ



絶
望
の
瞬
間

わたしの内には何が見える？
希望はなく悲しみで満ちている

わたしの外を見れば？
長い長い憂鬱な明日ばかり

この人生が試験ならば
わたしはとんでもない劣等生…

あまりにも弱く、混乱し、雨のたびに自分を失う
今は容赦なく嵐が襲う

一番底に落ちたら
今度はわたしを引き裂く人が
背を向け、わたしを無視し

たった一人でわたしはゆっくりと溺れて行く

この絶望の瞬間に囚われ
涙で前が見えない

でも主を見上げれば？
主はわたしを理解し、わたしの叫びを聞

いてくださる

そして永遠の希望をくださる
家族や友達を頼れる

わたしのたったひとつの慰め
今の人生が終わりじゃない

アマンダ・ディエッパ
2004年6月18日



感謝します、感謝します、感謝します
このあふれるばかりの恵みに
そのひとつさえ受ける価値はないのに
主の愛を感じ、こんなに確信できる
愛されて、愛されて、愛されて

今、この時の報せ

2004年7月14日

アマンダ・ディエッパ

ただ望むのは主の星になって輝くこと
主がわたしを見、ほほ笑み、取り上げ
てくださる
子どもよ、あなたは私のものだ、と

満たされて、満たされて、満たされて
喜びと精神とで
主の完全な栄光を見る
そして懸命にそれを映したいと願う

平安に、平安に、平安に
主がすべてを導いてくださることを知って
緻密に計画してくださった人生を歩む
わたしの魂の設計者の主が

待っている、待っている、待っている
主が約束を守ってくださることを
希望に導かれ
今、この時の報せの中でいつでも用意があ

今、この時の報せ



静かに満ち足りて

満ち足りている、静かな感覚
それがわたしの魂を浸す
もう心に迷いはない
すべて完全だと感じる

無益だったはずの人生
それが今は
燃えるような目的に
一時も無駄にできない

わたしが生まれる前から
主はわたしをご計画に入れていた
わたしへの主の思いは
砂の数よりもはるかに多い

だから意味を持って生きていく
少ないものに安住せずに
わたしができることだけを果たそう
残りはあなたが成し遂げてくださる

アマンダ・ディエッパ
2005年1月24日



一時の試練
来る試練、来る試練
そのどの面にも圧迫される
黙って耐える
また襲い来る人生の試練を

来る日も来る日も
もがいて、何とかやてみようとするけれど
また一時の困難にぶつかる
「なぜ？」と聞くのを忘れて

くる季節、くる季節
高い日があり低い時があり
成功しても失敗しても
わたしの信仰は常に成長している

時おり
信仰がぬるま湯のようになる
それにまた火がつくと
嵐の中であなたに会える

くる勝利、くる勝利
すべてはあなたのおかげ
すべての必要を見、
あなたは満たしてくださるあなたの

2005年2月2日
アマンダ・ディエッパ



怖くて息もつげない
自分の心臓さえも感じられない
わたしの夢が
すべて砕けるのを前に

もう何年も戦ってきているじゃない
同じ戦いを
一番恐れていること、それは現実
たったひとつの答え、それは涙

でもイエス様にある強さの中で
弱さが見えてしまう
すべてが主にかかっている中で
わたしができることは何もない

でもこの瞬間、わたしは弱い
すると信仰が動き出した
主の腕の中にあることを知る
いつもそこにいたように

すべてを取り去り
確かな死に向き合わせ―
主は素晴らしいと言おう
わたしの最後の息で

わたしの人生は短く、はかない
でも希望は死なない
たとえ何が起ころうとも
決して忘れない
栄光を帰すのは主であることを…

2005年2月7日
アマンダ・ディエッパ

消えない
希望



神様、どうかわたしにわからせてく
ださい
怖くて聞けないのです
主よ、なぜこんなにも痛みがあるの
ですか
これほどにわたしを泣かせるものが
あるのは、なぜですか

涙の染みが頬から消えません
今も空気を求めてあえいでいます
わなにかかり、永遠に重荷を負って
います
一人で背負うには重過ぎる

いくら努力をしても
いくらあなたがそこにおられると思
っても
この重さに崩折れてしまう
絶望に身をゆだねてしまう

わたしの頭は言う「静まれ」と
でも傷つけられることに疲れた
心が大声で叫ぶ
勝てるわけがない、と

悲しみが友達
希望はあまりに遠い
今の人生の重みの下で
怖くて祈ることもできない

計画はわかっているの
でもそれを最後まで生きるのが怖い

永遠の重荷

引き返したい
そして疑いに身を任せてしまいた
い

主よ、信じる心をください
あなたを悲しませたくないのです
くじけることが恥ずかしい
ただ静かに溺れていくだけ

2005年2月25日
アマンダ・ディエッパ



永遠の重荷
世界はわたしのものだった
すべてが計画されていた

行く場所も
会う人も

すべてのわたしの手の中にあった

あまりにも知らなかった
すべて間違っていたことを
試練が待っていたことも

信仰の成長も
目の前の長く困難な旅路

だから戦ってきた
勝つことを信じて
生きる準備をして
向きを変えて前に進む

そして気付く、始まったばかりだと

わたしではなく、世界を
あなたはすべてご計画されています
疑問はまだ渦巻いています
信仰はまだ成長を続けています

あなたの手の中にあってわたしは安らぎます

あなたの掌

2005年4月7日
アマンダ・ディエッパ



かけらを拾う

目の前でわたしの人生が流される
見回すと

砕かれたわたし自身のかけらが
あたり一面を覆っている

それらを拾って
元に戻そうとするけれど
でもできなくて
恥辱の中に横たわる

固かった筈の信仰が砕けて行く
わたしの目の前で
偽ることもできない
ごまかせる痛みじゃない

岩のように固かったものが
ゆっくりと砕けていく
小さな小さな小石になって
走る場所も残されていない

主よ、深いところでわたし
はあなたを感じています
でも魂は一人ぼっちなのです

この世の苦しみに
魂は嘆き、うめています

かけらを拾ってください
わたしを全く新しくしてください
静まることを教えてください
あなたへのわたしの思いを映して

2005年2月28日
アマンダ・ディエッパ

かけらを拾う



これまでの人生があなたの頭をよぎる時
慰めを探しまわることはないのよ
全能なる神様とともに
わたしたちがここにいるのだから。
かけらはそのまま置いて
元に戻さないで
あなたと一緒に立ち向かうために
わたしがいつでもそこに行くことを信じて、ただ受話器を取るの。
恥辱に身を横たえているのはわたし
何もできないことがあまりにも明らかだから。
でもあなたの信仰の大きさは知っている
家族みんなを導いてきたあなた。
あなたが達成したこと、それがわたしの誇り
そしていつも勇気を持っていたことを
小石に過ぎないと思っているあなた
あなたがそうならわたしなどは？
あなたの目の前の小さな埃
あなが崩折れそうな時、その小さな埃がかけつける
一人じゃないと思って、アマンダ。
自分がなりたかったほど良い妹じゃない、それはわかっているの
でもこれだけは知って欲しい、あなたを深く深く愛していることを
そしてあなたのほどの強さがあれば
もっと良い助け手、良いクリスチャンでもあったでしょうに。

2005年2月28日
ローラ・トゥエルマン

アマンダに捧げる詩
妹、ローラより

かけらは置いて

アマンダに捧げる詩
妹、ローラより



息ができない

あえいで、ただ涙にくれる

あとどれだけ自分をだまし

恐怖と闘えばいいのだろう。

一本、一本と

人生が破綻していく

徐々に

ほつれる早さが早くなる。

答えを見つけようとしても

難しくなっていくばかり

もう、すぐにも

完全な悲しみが訪れる。

感謝なんかできない

わたし、泣いてばかりいる？

つい一カ月前まで

大丈夫だったのに。

すべては簡単に幻滅する

わたしの人生はどこに向かおうとしているの

？

確かに手に握っていたものがなくなる

わからないなんてもう嫌だ。

サタンが巧妙に糸を織る

すばやく人生の綾を変えるために

不安と疑いを織り込んで

人生の戦いに負けたと思う。

もう自分ではどうしようもない

何とか自分の立場を守るのに懸命

主、イエス様、どうかお助けください

すべてがあまりにも間違っている。

重荷はもう耐えきれないほどです

落胆に続く日々

忍耐をください、今のわたしのはひどいから

ほんの小さいことでもわたしは動揺して、逃

げ出すのです。

十字路で迷う

どっちに行ったらいいの？

その真ん中で動きが取れない

間違いたくないから。

わたしの肩にのしかかる

あまりにも重い荷

流砂に足が取られる

神様、一体そこにいるの？

あなたに重荷を渡します

全部引き取ってください

わたしは弱っています、神様

もう、すぐに落ちるでしょう。

求めれば与えられると

教えられました

でもこんなに難しい試練だなんて

想像もできなかった。

全部取り去ってください

目をつぶって待っていますから。

わたしの祈りは耳に届きませんか？

人生は全くつじつまが合いません。

憂いもあなたにお渡しします

それ以上何をすればいいのですか？

何かしなくちゃいけないのはわかっている

だから聞いているのです…。

「このトンネルに

光はあるの？」全くの暗闇なのですが

「わたしの苦しみをあなたに捧げれば

それが見い出せますか？」

落胆など何でもない

説明できないこの気持ちに比べれば

わたしの内を燃やす

絶え間ない痛みの基

それは多分わたしの心

あまりにも何度も破れた

姉に倣おう

詩の言葉で見つけ出そう。

わたしは感じている

家族が平安を深く願っていることを

少しでも痛みを止めるために

毎日何かをしていることを。

出るのは溜息ばかり

敗北の

言葉にすることもできず

わたしたちはあなたの足元に身を投げ出す。

神様、あなたに信頼します

あなたはあなたのなさることをご存知です

でもわたしたちが乞うているのは答えなので

す

この痛みへの答えなのです。

何故わたしたちなのですか？

何故今なのですか？

何かこれ以上学ぶことがありますか？

答えがそこにあるのはわかっています

天国に、わたしたちのために

この苦悩を乗り越えて

ただ信頼にだけ頼ります。

でも信頼に拠るのは

難しいのです

だから勇気をください

あなたにだけ目を注げるように。

信仰はからし種のようなものです

わたしの得たのもそれだけ

必要なのはそれだけ

ここまで携えて来たものもそれだけなのです

。

もっと持って来たい

時々はもっと持っている

わたしの拳がそれをしっかりと握りしめてい

るのに

こぼれ落ちているように見える。

前もあなたに叫んだことがありました

わたしの心を重くしていることについて

何故わたしは毎晩あなたの前で泣いているの

でしょう

暗闇の中、たった一人で。

わたしは絶えず考えています

心の中で論争している

わたしはわたしの論理を戦い

そして神を疑うのです。

理由がわからない

自分の理解を超えることの

何故こんなことをなさるのですか

わたしたちにサーカスの輪を通らせようとす

るのですか。

あなたはご計画をお持ちです

わたしたちみんなの

わたしの声が耳に届いているのはわかってい

ます

あなたはわたしの叫びに答えてくださる。

でもそれをあえて聞きません

少なくとも今は

カードを操るのはあなた

わたしは次に来る札が怖いのです。

わたしが密かに望んでいる

ことがあります。

姉が決して

死なないことを。

わたしは自分勝手にも

密かに祈っているのです

彼女へのあなたの目的が

今日果たされないことを。

この世で姉を必要としていてください

それも長い長い間

姉をあなたの世界に連れ去らないでください

わたしの世界に姉が必要なんです。

そんなことがあったらどうしよう

もう彼女は終わりなのだとあなたが言ったら

わたしたちから、あなたが彼女を取り上げる

ようなことがあったら

そして「それで良い」と言ったら。

時折こう思うことがあります

わたしの心の奥深くで

弱っている時に

ただわたしを引き裂いてください、と。

わたしの魂の奥深く

この自分勝手な思いよりも深いところで

失う恐れの裏に

決断ができないほどに。

姉にこの世にとどまって欲しいと切望する

わたしの思いを超えて

神様、わたしは望みます、あなたが彼女を御

国に連れ去ることを

そうすれば、彼女は安らかです。

もう痛みも苦しみもない

それがあなたが姉に与える世界です

でも新しい体を得る以上に

それが彼女の生まれて来た意味なのです。

本当はそんな風に思ってはいけないのでしょ

う

あなたと一緒になり、自由になることを喜ば

なくてはいけないのでしょう

姉がゴールに近づく機会があるのら

姉の魂を止められるのは私ではありません。

わたしたちはより良いもののために生まれて

来たのです

御国こそわたしたちがいるべき場所です。

姉をだから逝かなくてはならにのなら、逝か

せましょう

渋々と

2005年2月28日

リサ・トゥエルマン

神様？神様？



息ができない

あえいで、ただ涙にくれる

あとどれだけ自分をだまし

恐怖と闘えばいいのだろう。

一本、一本と

人生が破綻していく

徐々に

ほつれる早さが早くなる。

答えを見つけようとしても

難しくなっていくばかり

もう、すぐにも

完全な悲しみが訪れる。

感謝なんかできない

わたし、泣いてばかりいる？

つい一カ月前まで

大丈夫だったのに。

すべては簡単に幻滅する

わたしの人生はどこに向かおうとしているの

？

確かに手に握っていたものがなくなる

わからないなんてもう嫌だ。

サタンが巧妙に糸を織る

すばやく人生の綾を変えるために

不安と疑いを織り込んで

人生の戦いに負けたと思う。

もう自分ではどうしようもない

何とか自分の立場を守るのに懸命

主、イエス様、どうかお助けください

すべてがあまりにも間違っている。

重荷はもう耐えきれないほどです

落胆に続く日々

忍耐をください、今のわたしのはひどいから

ほんの小さいことでもわたしは動揺して、逃

げ出すのです。

十字路で迷う

どっちに行ったらいいの？

その真ん中で動きが取れない

間違いたくないから。

わたしの肩にのしかかる

あまりにも重い荷

流砂に足が取られる

神様、一体そこにいるの？

あなたに重荷を渡します

全部引き取ってください

わたしは弱っています、神様

もう、すぐに落ちるでしょう。

求めれば与えられると

教えられました

でもこんなに難しい試練だなんて

想像もできなかった。

全部取り去ってください

目をつぶって待っていますから。

わたしの祈りは耳に届きませんか？

人生は全くつじつまが合いません。

憂いもあなたにお渡しします

それ以上何をすればいいのですか？

何かしなくちゃいけないのはわかっている

だから聞いているのです…。

「このトンネルに

光はあるの？」全くの暗闇なのですが

「わたしの苦しみをあなたに捧げれば

それが見い出せますか？」

落胆など何でもない

説明できないこの気持ちに比べれば

わたしの内を燃やす

絶え間ない痛みの基

それは多分わたしの心

あまりにも何度も破れた

姉に倣おう

詩の言葉で見つけ出そう。

わたしは感じている

家族が平安を深く願っていることを

少しでも痛みを止めるために

毎日何かをしていることを。

出るのは溜息ばかり

敗北の

言葉にすることもできず

わたしたちはあなたの足元に身を投げ出す。

神様、あなたに信頼します

あなたはあなたのなさることをご存知です

でもわたしたちが乞うているのは答えなので

す

この痛みへの答えなのです。

何故わたしたちなのですか？

何故今なのですか？

何かこれ以上学ぶことがありますか？

答えがそこにあるのはわかっています

天国に、わたしたちのために

この苦悩を乗り越えて

ただ信頼にだけ頼ります。

でも信頼に拠るのは

難しいのです

だから勇気をください

あなたにだけ目を注げるように。

信仰はからし種のようなものです

わたしの得たのもそれだけ

必要なのはそれだけ

ここまで携えて来たものもそれだけなのです

。

もっと持って来たい

時々はもっと持っている

わたしの拳がそれをしっかりと握りしめてい

るのに

こぼれ落ちているように見える。

前もあなたに叫んだことがありました

わたしの心を重くしていることについて

何故わたしは毎晩あなたの前で泣いているの

でしょう

暗闇の中、たった一人で。

わたしは絶えず考えています

心の中で論争している

わたしはわたしの論理を戦い

そして神を疑うのです。

理由がわからない

自分の理解を超えることの

何故こんなことをなさるのですか

わたしたちにサーカスの輪を通らせようとす

るのですか。

あなたはご計画をお持ちです

わたしたちみんなの

わたしの声が耳に届いているのはわかってい

ます

あなたはわたしの叫びに答えてくださる。

でもそれをあえて聞きません

少なくとも今は

カードを操るのはあなた

わたしは次に来る札が怖いのです。

わたしが密かに望んでいる

ことがあります。

姉が決して

死なないことを。

わたしは自分勝手にも

密かに祈っているのです

彼女へのあなたの目的が

今日果たされないことを。

この世で姉を必要としていてください

それも長い長い間

姉をあなたの世界に連れ去らないでください

わたしの世界に姉が必要なんです。

そんなことがあったらどうしよう

もう彼女は終わりなのだとあなたが言ったら

わたしたちから、あなたが彼女を取り上げる

ようなことがあったら

そして「それで良い」と言ったら。

時折こう思うことがあります

わたしの心の奥深くで

弱っている時に

ただわたしを引き裂いてください、と。

わたしの魂の奥深く

この自分勝手な思いよりも深いところで

失う恐れの裏に

決断ができないほどに。

姉にこの世にとどまって欲しいと切望する

わたしの思いを超えて

神様、わたしは望みます、あなたが彼女を御

国に連れ去ることを

そうすれば、彼女は安らかです。

もう痛みも苦しみもない

それがあなたが姉に与える世界です

でも新しい体を得る以上に

それが彼女の生まれて来た意味なのです。

本当はそんな風に思ってはいけないのでしょ

う

あなたと一緒になり、自由になることを喜ば

なくてはいけないのでしょう

姉がゴールに近づく機会があるのら

姉の魂を止められるのは私ではありません。

わたしたちはより良いもののために生まれて

来たのです

御国こそわたしたちがいるべき場所です。

姉をだから逝かなくてはならにのなら、逝か

せましょう

渋々と

2005年2月28日

リサ・トゥエルマン



愛してそして取り去られる方が、一度も愛したことがないよりましなのだろうか？

残された姉の可能性があまりにも小さいことがわかっていても、心を明け渡せるだろう

か？

もうこれ以上姉に近くならずに、わたしの弱い心を守った方が簡単ではないかしら？

姉が息を引き取っても、わたしの魂が引き裂かれないように

でももうすでにわたしの心は姉さんにあまりにも近く、痛みは耐えられないほど

病んでいる姉を見ていてもこれほどに心が痛むのなら、逝ってしまった姉を見るのはど

れほどだろう？

姉の病が最初に分かった時、わたしは近寄るのが怖くて逃げた

悲しみの致死量を薄めれば、自分は救えると思った。

でも姉をもっと知ろうとしなければ、きっと後悔する、そう言われた。

彼女がこの星で生きている貴い一瞬一瞬に、彼女を愛さなければ、と。

その言葉を聞き入れて、前に逝った人たちのことを思った。

だから姉もわたしすべてをかけて、もうこれ以上愛せないほどに愛した。

だから毎晩神に祈る、明日も姉に会えることを。

神様が姉の命を救って、わたしを悲しませないことを。

痛みの中にある姉を見て、自分の選んだ道を思い知る。

弱いけれど恐れのない心で無条件に愛することを。

振り返ると、自分の心をかけたことを後悔していない。

あれほどに愛しさえしなければ、引き裂かれる心さえなかった。

彼女を愛さず、心をすべて与えることがなければ、

でも姉を全く知らない損失に比べればそれは何でもない

2005年6月19日

リサ・トゥエルマン

姉妹の愛



あきらめない

諦めないでほしい絶対に
生きることを
君を必要としている人があまりにも多い
君の与えられるものが限りないから

人生は困難だ、それはわかっている
そして落ち込む日々もある
重荷が十分で
誰だって落ち込む日々が

君の横に立つ
主を今、見上げて
その言葉が
君の内を満たすよう祈るのだ

こういう戦いを前も戦ったね
恐れに立ち向かって
一度に一日づつ生きて
そして何年もそれを続けた

耐えられないような
暗い考えが襲ったら
鎧を取って欲しい
武器を手に取って

お父さんが一緒だよ
すべての歩みで
そして勝利を味わってくれ
毎日に打ち勝つ中で

2005年6月20日
父

あきらめない



人生の意味は何かを聞いたことが
あったね

この地球上に何故いるのか、と
怒りにまかせて怒鳴っていては
わたしたちの目的は見えてこない

ある人は言う
それは時だけが知る旅路なのだと

またある人は言う
人生はすでに目的地なのだと

それが天国であろうが地獄であろうが

人生がうまく行かなくなった時
自分の周りで悪いことばかりが起こる時

キリストを捨ててしまうか
それとも、固い地にしっかりと立つか

もう一方の頬を向けることが
簡単だとは誰も約束しなかった
人生の悪い部分に目を当てず
柔和であろうとすることが

嫉妬や欲望が
わたしたちの物質的な心を消耗させる
他の人が持っている物を欲しがる
それもサタンの計画のひとつだ

だから人生に消耗し
これは試練だと心が萎えたら
永遠に信仰に頼ればいい

後は心配せずに

2005年6月23日
父

目的地に動かさ

れる日々



痛みのない人生とは
どんなものだろう
皺や染みのない
霊的な体

繭の中にいる芋虫には
どうしてわかるのだろう
やがて蝶になることが

羽を広げるその恍惚の一瞬が

神はご計画をお持ちだ
しかし恐れがわたしを盲目にし

神聖な新しい体の
美しさや栄光を見えなくする

古い自分を捨てて
主の手による新しい自分に

ご計画による
わたしの到着を待っている

だから何を恐れているのか
絶望に泣きながら
神はいるのか

人生は試練に過ぎない、と

わたしは祈る、そして悩む
しかし成長を続ける
主よ、あなたに

あなたの光のぬくもりに
近くなるために

御国には何が並んでいるのか
心は騒ぐ
完璧な霊の体
それだけではない

真に信じる人は
本当の心の平安を見出す

死と病という
あらゆる恐れを克服し

人は皆いつか死ぬ
子供、女、男、すべてが
だから賢く人生を生きる
神のご計画に従って

ご計画によって
2005年2月28日
父



In loving memory
Amanda Michelle (Twellman) Dieppa

June 10, 1982 – July 19, 2005

For information or additional poem books, please contact
www.amandaspoems.com
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神とともに癌を理解する
アマンダ・トゥエルマン・ディエッパ

何が取り去られても、わたしの愛と信仰、献身を捨てる気持ちはありません。これは

前にも言ったことがありますが、今それを心から理解することができます。

わたしの愛、健康、命が奪われても、わたしは、主なるイエス・キリストへの賛美を

止めません。いかなる暗さも、孤独も、破壊も、わたしの唇に浮かぶ、天国の父への

賛美を黙らせるものはないでしょう。それどころか賛美は増すばかりなのです。わた

しは自分の心と魂を全く神様の言葉に置きます。何故なら失うものは何もなく、すべ

てを得ることができるからです。

わたしが心から、喜びにあふれて讃えることができるこの父をともに讃えて行きまし

ょう。

「生きることはキリスト、死ぬこともまた益です」（ピリピ人への手紙1:21）


